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研究成果の概要（和文）：本研究は、基礎付け主義とも反基礎付け主義とも異なる「ポスト基礎付け主義」
(Oliver Marchart, Post-Foundational Political Thought: Political Difference in Nancy, Lefort, Badiou
 and Laclau)という立場に立脚しながら、民主主義の今後を構想するものである。本研究では、既存の代表制民
主主義を問い直しつつ、またラディカル・デモクラシー論のありうべき方向として「アゴニズム（闘技民主主
義）」の立場を擁護した。

研究成果の概要（英文）：This research is based on the position of "post-foundationalism" (Oliver 
Marchart, Post-Foundational Political Thought: Political Difference in Nancy, Lefort, Badiou and 
Laclau), which is different from foundationalism and anti-foundationalism. In this study, while 
questioning the existing representative democracy, I advocated the position of "agonism" as a 
possible direction for radical democratic theory. In particular, I focused on recent trends related 
to the institutionalization of agonism, and aimed to differentiate it from deliberative democracy, 
which is the mainstream in contemporary democracy theory.

研究分野： 現代政治理論、民主主義論

キーワード： 現代民主主義　アゴニズム　ポスト基礎付け主義

  ３版
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研究成果の学術的意義や社会的意義
本研究の学術的意義は、基礎付け主義や反基礎付け主義とも異なる第三の選択肢として、ポスト基礎付け主義と
いう立場を明らかにしたことが挙げられよう。またそれにともない、民主主義のメインストリームである熟議民
主主義の対抗軸として、あらためてアゴニズムの議論に着目したことも重要な貢献である。民主主義社会におい
て異論を唱える自由や意見の多様性は重要であり、したがってアゴニズムの議論を打ち出すことの社会的意義は
明らかである。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。
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１．研究開始当初の背景 
 
近年、ラディカル・デモクラシー論は「基礎付け主義」を批判し、「ポスト基礎付け主義」と

いう政治的態度を打ち出したものとして位置付けられる（Laclau, New Reflections, 1990, 
Marchart Post-Foundational Political Thought, 2007）。一般に「基礎付け」とは、伝統的な
形而上学的真理、歴史の本質やその隠された意味を求める歴史哲学、理性／合理性とそれを備え
た主体観のように、まさに知のシステムの土台としてシステムそのものを支える正統性の源泉
であり、「基礎付け主義」とはそのような基礎付けを土台として据えようとする態度を指してい
る（Rorty, Philosophy and the Mirror of Nature, 1979）。しかし現代社会においてはもはや、
このような基礎付けを安易に前提とすることは難しい。他方で、いっさいの基礎付けを不要とす
る「反基礎付け主義」の立場を取ることもできない。 
そこで近年「ポスト基礎付け主義」という考え方が注目されている。ポスト基礎付け主義とは、

不問の基礎付けが存在しないことを認めるものの、とはいえあらゆる基礎付けの必要性を峻拒
しない政治的立場である。言い換えれば、それは、何らかの基礎付けの不可避性は認めつつも、
しかしその基礎付けは不変のものではなく、飽くまで一時的で不安定なものであると考えるの
である。 
 
このような政治的態度は、今日、世界的に主流となっている「熟議民主主義」とは異なるデモ

クラシーの構想を必要とする。というのも、熟議民主主義は理性的なコミュニケーションによっ
て「討議空間」を基礎付けるからである。これに対し、本研究ではポスト基礎付け主義と適合し
うる民主主義論を「アゴニズムの民主主義論」（闘技民主主義）に求める。「アゴニズム」とは政
治に対立や敵対性の契機を見出し、それらを政治に不可欠として擁護する立場を指す。 
 
 
２．研究の目的 
 
本研究の目的は、ポスト基礎付け主義時代における、アゴニズムの民主主義論の現代的意義と

可能性を明らかにすることである。そのさい、アゴニズムの理論的特性を明らかにすることにく
わえ、アゴニズムと制度との関係に着目して研究を進める。 
 
 
３．研究の方法 
 
本研究は以下の三点に分けて遂行される。 
 

（1）本邦ではまだ十分知られていない「ポスト基礎付け主義」の政治理論を、ラディカル・デ
モクラシー論との関係において明らかにする。ここではポスト基礎付け主義の理論家としてク
ロード・ルフォール、ハンス・ケルゼン、エルネスト・ラクラウらの思想に着目して研究を進め
る。 
 
（2）アゴニズムの民主主義論はこれまで、熟議民主主義との対比において補足的に検討される
に留まり、その理論的意義が十分に展開されたとは言いがたい。本研究ではこの理論的潮流の複
数の系譜（シャンタル・ムフのシュミット・モデル、ウィリアム・コノリーのニーチェ・モデル
など）に着目し、近年の議論も含め、アゴニズムの民主主義論の構想の内的関係と全体像を整理
する。 
 
また、近年の民主主義論では、理論をいかにして制度に落とし込むかということが積極的に問

われている。たとえば熟議民主主義ではかねてより、いかに討議空間を設計するかということに
関心が集まり、ミニ・パブリクス論や討論型世論調査について積極的な検討が進んできていると
いう経緯がある。それに対し、熟議モデルに対抗するかたちで現れた闘技民主主義のほうは、こ
の検討はほとんど進んでおらず、いまだ緒に就いたばかりと言ってよい。そこで本研究では、熟
議モデルに比して、アゴニズムの民主主義論の弱点と考えられていた「制度化」にかかわる議論
も視野に入れ、検討を進める。 
 
（3）上記を綜合し、熟議民主主義ではなくアゴニズムの民主主義論こそがポスト基礎付け主義
の政治理論と適合することを示す。 
 
 
４．研究成果 



 
研究成果として、現代民主主義論におけるアゴニズムの可能性と問題点を明らかにすること

ができた。具体的な成果については業績欄を参照のこと。具体的には、対立や敵対、異議申し立
ての政治的な意義を説く闘技民主主義についてあきらかにすることで、熟議民主主義とは異な
る民主主義のヴィジョンを示すことができたと考える。また、アゴニズム、およびラディカル・
デモクラシーにかんして、欧州やアジア圏など、国内外での研究者との非常に有意義な交流も生
まれ、今後の研究活動にむすびつくことは間違いない。 
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